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リニア中央新幹線の建設に伴い搬出が見込まれる建設発生上の活用に関して 下記によ

り関係自l.体等による会議を開催 してよいてしょうか

ビ夫裁のうえは 第2案により施行してよいてしょうか.

記
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(起 実 用紙 )

1 EPr l-dzbF7q7E |E)r:rE+:ror- lsdl
2場所 飯田合同庁舎502500会議室

3内容

(1)こ れまでの経過 と今後の予定について

(2)栞●影響評価と知事意見について

(3)発生土活用の可能性がある事業L―
yに
ついて

(41情報交換

(5)そのlL

4参集者

R東海

市町社 (飯ご市 駒ヶ焦 市 中川ヽ 松
"町
 高ふ町 阿首町 阿着村 下條ll 喬未

村 豊丘村 大鹿村 南木を町木血ヽ

広城連合 (■,力「 南着 , 木曽)

′ 建設事務所 (,,F 飯口 木盲 )
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平成 26年 2014年 )′ 月Oo日

リニア中央新幹線

建設発生土活用担当課長

長野県企画振興部

リニア推進振興
=長

リニア中央新幹線 建設発生土活用関係自治体会議の開催について (通知)

リニア中央新幹線の建事Z驚い搬出が見込まれる建設発生上の活用に関して 関係自
治体

―

による会議を開催します´

つきましては 出欠及び出席者等を月1紙機式
はファックスでご連絡ください。
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1 口 時  平成 26年 7月 7日 (月 )

2 場 所  飯口合同庁舎502 503号 会議宝

3粋 猜 颯

0)これまでの経過と今後の予定について
0)環境影響評価と知事意見について

||1 稽覇美裏

月の可能性がある事業
ォ
ス

1に
ついて
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, その他

4 その

出席者等の連絡及び問い合せは 下記の 「下伊那駐在 石日Jまでお願いします。

長野県企画振興ll士通瑣環ま リニア推進振興
=

(室長)吉沢 久 (担当)山崎隆雄    (下 ,那 :i在) (lB当 )石口喜則
電話 0262357016(直通)       電話 0265(30482値 通)Fax 0265 53 0404
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2 出席者

職 名 氏  名 備  考

担当者

所属 :

連絡先 (電話):
([―mail):

3 か■■か kぬう■でR月物～ЪA機
_次民 oωヽ込％

えヽ
ヽ

′

‘唸稲繁拠『
キ

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ



リニア中央新幹線 建設発生土活用関係自治体会議の概要

企画振興部リニア推進振興
=

1 曰 H平 成26年 7月 7日 (月〕 13時 30分～ 14時 30分
2 場 所 飯日合同庁舎 502 503会 議

=3概 要
※資料説明

|,これまでの経過と今後の動きについて

発生上の活用に関しては JR東海の要請に基づき これまで県が調整して
きた。

平成 24年秋には発生土WGを設置 昨年 10月 に可能性のある事業を28●町
′     村等に照会

今年 3月 には準備書に対する知事意見と中央新幹線整備に対する知事意見を

提出し 4月 には副面書が公表された
今後は 7月 22日が期限の国上交通大巨意見を踏まえて JR東海は評価書を
補正し 補正後の調樋書を公告することで環境影響評価の手続きが終了する.
その後 JR東海は工事実施計画の認可申請を行い 日土交通大臣が認可する
と工事着手で 報道等によると今年の秋になる見込みとされている.
工事着手と言っても直ちに建設工事が始まる訳ではなく 事業説明会を反切
りに段階を踏んでいく.過去の新幹線工事の例から 県では発生土の本格的
な搬出は早くても平成 28年度ではないかと推測している。

●)知事意見について

中央新幹線整備に対する知事ま見では 発生土に関して地元との協議や運搬
する道路の対策 重金属の調査 防災対策 問題が生じた場合の迅速な解決

「     等について JR東海の対応を求めている

0,市町村等から漫窒のあつた活用の可能性がある事業について

市町村等に対する照会への回答を取りまとめたリストにより JR東海へ情
報提供したい

土量に関しては 3つ の区分に丸をつけ 目安を示している
市町村が必ずしも精緻な土量を把握している訳ではないことと このリスト
の提供後 JR東海が調査を行い、市町IIと 協議のうえて 」R東海の責任に
おいて投入の可否及び土量を決定するべきものであることから 具体的な数
字ではなく目安という形で示した

欄外にもあるとおり 資料記載の,業が実際の活用先になるとは限らない。
過去の発生土活力の´を参考に 想定される流れを作成した。あくまでも現
時点での想定であり 必ずしもこのとおりになるとは限らない



※各自沿

“

から説明

〈飯国市)

とりあえずの第一段階ということで、市内からの発生土菫程度を提案した。

(rAN卿 ,II)

埋め立ては地元からの提案て ■量は不桂定。
公共事業は道路築造を考えており 仮置き場力%要 .
m南町)
発生場所からは距離があるが 事業への協力姿勢として提案.
(阿智村)
‐村内からの発生土量程度を提案.

(下條村)

箇所数は 1箇所で 100万n`以上受け入れが可能.道の駅の下の造成を考え   ´ |

ている.

(喬Xtl)

村内からの発生土量な度をi案。リニア事業に伴う支障家屋の移転先造成を
考えている。

(豊丘村)

村内からの発生土量種度を提案.沢筋の埋立てである。
(大鹿村)

公共,奏として 2口所で 1万貯 程度.地元との詰めはこれか らである.
今後村民に対して活用候補地の照会を,いたい。
(飯日建設事務所)

今後 10年間で 道路工事で活用できる見込みの土量を提案.
(駒ヶ根市)

道路工事での活用を提案した.                          ^
| |

(伊那建設事務所)

今後 Ю年間で、公共工事で活用できる見込みの■■を提案.

(木祖tt)

味噌川ダムの土取4離地のお有地で 現在も公人事業の発生土を受け入れて
いる.

(JR東海)
多くの市町村から提案を頂き 取りまとめていただいたことに感謝。
今後腱係者に内容を確認して、活用先を検討する.

=き
続き県に窓口をお願いするが 直接役場に伺う●もあることと思う。
土二や搬入時期 搬入経路を踏まえて活用先を決めていく.
評価書にも位置づけている重要な案件であり 真摯に対応していくので,き
続き協力をお願いする.



(● 情報交換 ×以下 非公開会議
(高信,1広域連合 :事前連絡あり)

O跡地利用については 自治体の意向を最大限配慮されたい.
JR東海として跡地利用の意向はない。自治体の考えを尊重しながら埋立て
を行う。

O活用先決定までのスケジュールを示されたい。
活用先決定までは 資料 4のステップを踏むこととなる.
最初に自沿体に対して具体的なFl容 に関するヒアリングを行い その内容を
検討したうえで地元説明会を行うが、説明会は工事実施計画認可後になる見

込み

県から発生土の搬出が 2年後になるとの説明があつたが 地元説明会以降の
‐    スケジュールは未定である

(喬木村 :事前連絡あり)

○保安林解除はどのように対応するのか 解除に向けて 読地fl月 のよい案は
あるか

保安林解除は法に則って手続きを進める 協議の中で跡jL千1月に関する調整
が必要となるが 跡地禾1月 に関しては」R東海に意向はなく 自治体と相談
しながら進めていきたい

跡地利用の計画は必ずしも必要ではない 原形復 日もありうる

(飯田市)

0有力候補地かどうかは 地元説明前に決めるのか
有望な場所から地元説明を,う が そこが実現できない場合もあるので 他
の候補地も最後まで候補地として扱う.

_   0地 元説明のタイミングはどのようにするのか
調査の説明の段階では活用先として決定した訳でない。どのように進めれば

よいのか 地元への説明方法については自治体と相談したい.
運搬距離が短く 大量の発生土が活用でき 地形上問題がない場所であれば
地権者の理解がなかなか得られなくても 説明をがんばりたい.

(木曽建設事務所)

0道路管理者とは十分協議されたい.
木菅部内は (口

'266号
がメインになると―tえている 対応方法や支障となる箇

所等についてlFa議 したい

(南木曽口r)

O(同 )256号やlI道について 住民生活への影響が無いようにされたし、
環境面や安全面での配慮について まずは役場や道路管理者と協議して で
きることを決めたい.



O住民は不安を抱いている.住民に対して十分な説明をされたい.
評価書の台数は最大饉であり 仮置き場の確保などにより減らす努力をする。
実際の台数については工事説明会で説明するが、その前に役場とは苺前の打

ち合わせをしたい.

(中 ,1村 )

0環境基準で良しとするのではなく ローカルルールの設定により対応された
0ヽ。

環境基準を満足すれば良い という考えはない 工事に伴う環境数値の変イヒ
や寄与率などにより、影中を説明したい。

他の車両も通行する道略であリ ローカルルールの設定は難しい.
0できる限り早い時期に協定書を締結されたい。
協定書のイメーンが不明である.環境面に関しては評価書で約束しており    '^|
法律に定めのあるものは法律の連守が当然である。

協定内容として知事意見にあった台欺年に関しては まずは説明をさせても
らう.そのうえで中身を書面化することは対応する.

(」 R東海退席)

(下條村)

0農地について地元から要望が出ており ただ原状復帰では国るので換地して
ほしい.

田ならそれでもよいが、章原等では積し合いをすればよいのではないか

要望があれば JR東海は相談に乗るという感じである.

〈市信州広域連合)

OJR東 海が、処理地になるようなリス トの情報を持っていれば、早めに知ら
せてはしい.

基本的には,R東海には独自にはやらないようにお願いしている。公共事業
では 私有地への残土|_l理は 資産形成になり個人の利益になることは難し
,ヽ

IR東海では 狭自のリストはあると思うが 今のところ「ない」といって
|ヽ る .

何 南町)

O阿南町は 発生地からは違いが 基本的には発生地に近いところで埋めてい
くということか。

コストを考えればそういうことだと思う。

ヽ
　
　
′



環境への負荷ということもあるが 近い所で理めることが難しければ 違い
所べということにもなる.

0処分先はいつ頃はうきりするのか.
地元で発生上がどれだけ必要かということもあり 県が入っているのは 地
域の要望をとのくらい加味するかということもある

JR東海で役場へ伺う時に要望していただきたい

(吉沢つニア推進振興室長)

○この会議を初めて設けたが 定例|1開催はなく必要に応じて今後開催したい

(木曽広域連合,
一   〇今後は 各自治体で JR東海と話し合うのか。

広域で対応することがあれば このような会議を開催したい.
地元での調整により 大体の方向が決まれば開催したい

(高森町)

0候補地に行くまでの経路などは 最終調整は県がしてくれるのか
経路を決めるのは県でなく JR東 海が提案する 知事意見の中で運搬経路
となる自治体とよく協議してはしいとしているので JR東海が 自治体に
足を運び説明する.

是非 県も共にやるということでお願いしたい.
O他の自治体がどういう協議をしているか町でわからない。
今後も 発生土ワークンググループで 情報交換をしていきたい.
発生土運般経路を往路と復路でЯlにするなどの調整は 当然行うようにした
|ヽ .I    O候
補地がどこになるか判lらないと困る 今後の進渉状況は是非公開してはじ
|ヽ .



リニア中央新幹線 建設発生土活用関1系自治体会議

同時  平成 26年 7月 7日 (月 1 1 3 : 30～
場所 飯田合同庁舎 502 503会 議室

1 開 会

2挨 拶

3 会議事項

(1)こ れまでの経過と今後の動きについて

(2)知 事意見について

5 閉 会

(3)発 生土活用の可能性がある事業について

(4)情 報交換

4 その他
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リニア中央新幹線 建設発生土活用関係自治体会議
出席者名簿

日本名 所 属 職 名 氏 名

] RFiE 中央新幹線建設部

担当部長 澤田 尚夫
環境保全事務所長 大田垣宏司

担当課長 古谷 仁久

飯口市
リニア推進部

リニア推進課

課  長 細口  仁
事業lt進担当専円幹 吉地 良平

駒ヶ根市 都市整備課 課長補を兼道路河

"係
長 竹村 正宣

中川ヽ 建設水道証 建設tF長 小泄 久志
II"岬丁 まちづくり政策課 課 長 斉藤 禾1勇
高森町 経営企画室 室 長 壬生 照玄
ll南町 振興課 課 長 久保口文智

阿智村 地域経営課 課  長 丼原 消登

下條村
振興課 課 長 宮島 栄―
総務課 主 任 宮澤 ■昭

喬木村 高速交通対策課 課 長 丼澤 広美
豊丘村 総務課 つニア対策室長 森田 勝二
大鹿村 冨1村長 長尾  膀
南木曽町 建設環境課 課 長 片口  恵
本社村 建設水道課 課 長 山田 陽―
上伊那広域連合 土木振興課 課  長 氣賀澤茂■

南信 ,寸1広域連合 事務局
事務局長 渡遷 嘉蔵
事務局次長 吉川 昌彦

木曽広域連合 地域振興課 課  長 向井 裕明

■,刃F地方事務所 地域政策訳
課 長 池田 隆義

課長補佐兼企画振興係長 今井 政文

下,那地方事務所 地域政策課
課 長 丹羽 克寿

課長補佐兼企画振興係長 細野  毅

'那
建設事務所 整備課

課  長 塩野入宗義

計画調査係長 関  一規

飯田建設事務所
維持管理課 企画幹兼課長 島崎 政久
整備課 担ul係長 下澤 治彦

末曽建設事務所 維持管理課
冨|.~与兼課長 鈴木 正夫
管理係長 |七澤  学

県企画振興部

リニア推進担当部長 安藤 嘉夫

リニア推進振興室

室 長 吉沢  久
リニア推進幹 石日 喜貝1
担当係長 山崎 隆雄
主 ● 木下  ―



リニア中央新幹線 建設発生土活用関係自治体会議 配席図

平成20年,月 ,日 (月 〕
販口合間庁書

'。 ''。`号
会議
=

上伊】F広域連合

南刷 広域連合

木管広城連合

上伊

'F地

方事務所

下伊],地方
=務
所

菫丘村

青木Fl

下俸村

阿智村

阿南町
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大
層
村

駒

ヶ
根
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中
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南
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未
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付

伊椰建設事務所

飯田建設事務所

未曽建設事務所

県企画振興側 ニア推進振興室

関係者席

報道席

報道■●

東 海

[=亘I]

報道席
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